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市
民
プ
ー
ル
は
豪
快
な
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
を
中
心
に
、
流

水
プ
ー
ル
、
競
泳
プ
ー
ル
（
25
㍍
6

コ
ー
ス
）、ち
び
っ
こ
プ
ー
ル
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ー
ル
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
管
理
運
営
は
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
経
費
の
節
減
を
図
る
た

め
、
民
間
事
業
者
が
管
理
運
営
を
行

う
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
入

場
料
の
収
受
や
回
数
券
の
発
行
、
売

店
の
経
営
な
ど
は
指
定
管
理
者
の
㈱

協
栄
千
葉
支
店
が
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
日
時　

7
月
1
日
㈬
〜
9
月
13

日
㈰　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
入

場
は
午
後
4
時
ま
で
）

場
所　

神
々
廻
1
7
0
1
―
1

利
用
方
法　

市
内
在
住
者
は
市
民

プ
ー
ル
窓
口
で
利
用
カ
ー
ド
を
提
示

の
上
、
入
場
券
を
購
入

※
市
内
在
住
で
「
利
用
カ
ー
ド
」
を

持
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
市
役
所
ま

た
は
各
セ
ン
タ
ー
で
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す（
世
帯
に
1
枚
発
行
）。

利
用
料
金　

下
表
の
と
お
り

※
お
得
な
回
数
券
（
7
枚
つ
づ
り
で

6
回
分
の
料
金
）
も
あ
り
ま
す
。

交
通
手
段　

次
の
と
お
り

●
循
環
バ
ス
ナ
ッ
シ
ー
号　

A
コ
ー

ス
2
系
統
の
バ
ス
で
「
市
民
プ
ー

ル
」
下
車
、
徒
歩
3
分
（
日
曜
日
・

祝
日
は
運
休
）

料
金　

高
校
生
以
上
1
5
0
円
、
中

学
生
1
0
0
円
、
小
学
生
・
障
害
者

50
円

●
ち
ば
レ
イ
ン
ボ
ー
バ
ス　

白
井
駅

か
ら
白
井
車
庫
行
き
の
バ
ス
で
「
神し

し々
ば廻
」
下
車
、
徒
歩
10
分
（
白
井
運

動
公
園
方
面
へ
向
か
い
弁
天
池
を
左

折
）

●
車　

国
道
16
号
白
井
交
差
点
か
ら

県
道
59
号
（
市
川
印
西
線
）
を
木
下

方
面
へ
向
か
い
、
5
個
目
の
信
号
を

左
折
、
白
井
運
動
公
園
方
面
へ
向
か

い
弁
天
池
を
左
折
（
無
料
駐
車
場
約

5
0
0
台
）　

問　

市
民
プ
ー
ル
☎
（
4
9
2
）
3

1
1
3
（
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

市民プール利用料金
区　　分 利用料金

市内在住者

高校・大学生以上 450円

小・中学生 150円

幼児（４歳以上） 100円

市外在住者

高校・大学生以上 750円

小・中学生 300円

幼児（４歳以上） 150円

人
は
女
と
男

　
「
女
だ
か
ら
お
し
と
や
か
に
し
な

さ
い
」
と
か
「
男
だ
か
ら
泣
い
て
は

だ
め
」
な
ど
と
、
男
女
と
い
う
属
性

に
よ
っ
て
私
た
ち
の
行
動
範
囲
・
思

考
範
囲
を
限
定
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
男
女
共
同
参
画
と
は
男
性

だ
か
ら
、
女
性
だ
か
ら
と
性
別
で
判

断
を
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

を
個
人
と
し
て
認
識
し
た
上
で
お
互

い
を
尊
重
し
、
生
活
を
し
て
い
こ
う

と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

国
の
男
女
共
同
参
画
基
本
法
が
平

成
11
年
6
月
23
日
に
制
定
さ
れ
て
か

ら
10
年
が
た
ち
ま
す
。
全
国
的
に
毎

年
6
月
23
日
か
ら
の
1
週
間
は
「
男

女
共
同
参
画
週
間
」
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
男
女
共

同
に
つ
い
て
も
う
1
度
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

白
井
市
の
取
り
組
み

◆
計
画

　

市
の
男
女
平
等
推
進
行
動
計
画
は

「
ス
テ
ッ
プ
プ
ラ
ン
21
」
で
す
。
現

在
の
計
画
は
平
成
18
年
度
か
ら
22
年

度
を
計
画
期
間
と
し
て
進
行
し
て
い

ま
す
。

　

計
画
の
基
本
理
念
は
「
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
真
の
男
女
平
等
社
会
の
実

現
」
で
「
気
づ
く
こ
と
」「
育
む
こ

と
」「
動
か
す
こ
と
」
を
基
本
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
こ
の
計

画
を
推
進
す
る
と
と
も
に
平
成
23
年

度
以
降
の
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

今
年
は
住
民
意
識
調
査
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

◆
男
女
共
同
参
画
室

　

市
は
男
女
共
同
参
画
を
中
心
的
に

行
う
組
織
と
し
て
、
今
年
度
4
月
1

日
に
男
女
共
同
参
画
室
を
企
画
政
策

課
内
に
設
置
し
ま
し
た
。
男
女
共
同

参
画
を
含
む
人
権
に
関
す
る
こ
と
、

国
際
交
流
に
関
す
る
こ
と
、
平
和
施

策
な
ど
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◆
女
性
生
き
生
き
相
談

　

市
で
は
D
V
や
女
性
の
生
き
か
た

に
関
す
る
悩
み
な
ど
の
相
談
を
行
う

女
性
生
き
生
き
相
談
を
月
2
回
、
第

2
・
4
木
曜
日
に
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
専
門
の
相

談
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
（
相
談
に
は
予
約

が
必
要
で
す
）。

　

相
談
日
以
外
で
も
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て

は
男
女
共
同
参
画
室
で
相
談
を
受
け

ま
す
。
Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
が
避
難
す
る

場
合
な
ど
は
、
そ
の
支
援
も
し
ま
す

共同参画共同参画
新たな社会のパスワード新たな社会のパスワード
 ～男女共同参画週間～ ～男女共同参画週間～

　DV被害者でその被害から逃れるために定額給付金や子育て応援
特別手当を受給できない人を対象にDV被害者生活支援手当を給付
します。
対象　基準日（平成21年2月1日）現在公的機関で相談などを受け
ているDV被害者で住民基本台帳の住所地から別の場所へ避難して
いる人とその同伴者で次のいずれかに該当する人（定額給付など
を受け取っていない人）
○基準日に市の住民基本台帳（外国人登録原票）に記録（登録）
されている人
○市外の住民基本台帳（外国人登録原票）に記録（登録）されて
いて、基準日に白井市に住んでいた人
種類・金額　定額給付金に相当する生活応援手当、子育て特別応
援手当に相当する子育て応援手当の2種類があり、それぞれその相
当する手当と同額が支給されます。
【生活応援手当】
・1人12,000円（昭和19年2月2日以前生まれ、平成2年2月2日以降
生まれは1人20,000円）
【子育て応援手当】
・平成2年4月2日から平成17年4月1日までに出生した人が2人以上
おり、当該者のうち第2子以降である就学前3年間の者（平成14年
4月2日から平成17年4月1日に出生した人）がいる場合、就学前3
年間の人1人に付き36,000円
申・問　10月20日㈫までにDV被害者が申請書（企画政策課、市ホー
ムページにあります）に必要事項を記入の上、企画政策課男女共
同参画室　内線3354・5へ
※申請には公的機関が発行する身分証明証・DV被害者であること
を証明する書類などが必要です。

循環バス時刻表（最寄り駅との利用例）
白

井

駅

10:05 ➡➡ 10:16 市

民

プ

ー

ル

9:21 ⬅⬅ 9:02 千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中

央
駅
北
口13:05 ➡➡ 13:16 12:01 ⬅⬅ 11:42

12:15 ⬅⬅ 12:03 13:18 ➡➡ 13:39

15:25 ⬅⬅ 15:13 16:08 ➡➡ 16:29

ＤＶ被害者生活支援手当ＤＶ被害者生活支援手当

夏
だ
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

夏
だ
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ス
ラ
イ
ダ
ー
に
乗
ろ
う

ス
ラ
イ
ダ
ー
に
乗
ろ
う

市
民
プ
ー
ル
７
月
１
日
オ
ー
プ
ン

市
民
プ
ー
ル
７
月
１
日
オ
ー
プ
ン

の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
Ｄ
Ｖ
と
は
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ

オ
レ
ン
ス
の
略
で
、
配
偶
者
や
恋
人

な
ど
、
親
密
な
関
係
に
あ
る
、
ま
た

は
あ
っ
た
異
性
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴

力
の
こ
と
で
す
。

◆
青
少
年
女
性
セ
ン
タ
ー

　

市
内
に
は
青
少
年
女
性
セ
ン
タ
ー

が
あ
り
ま
す
。
青
少
年
女
性
セ
ン
タ

ー
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
2
階
に
あ
り
、

男
女
共
同
参
画
に
関
連
し
た
講
座
な

ど
を
実
施
す
る
ほ
か
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
（
体
育
館
施
設
）、

調
理
室
、
研
修
室
、
会
議
室
な
ど
生

涯
学
習
の
実
践
の
場
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

講
座
な
ど
の
情
報
は
広
報
し
ろ
い

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
今
後
の
講
座
予
定
は
女

性
の
就
労
フ
ェ
ア
ー
や
父
子
チ
ャ
レ

ン
ジ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問　

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
4
・
5
、
青
少
年
女
性

セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
2
）
2
0
2
2

市民プールで遊ぶ市民プールで遊ぶなしなし坊坊

　　

今
年
の
夏
は
市
民
プ
ー
ル
で
遊
ぼ
う
。
市
民
プ
ー
ル
は
７
月
１
日

今
年
の
夏
は
市
民
プ
ー
ル
で
遊
ぼ
う
。
市
民
プ
ー
ル
は
７
月
１
日
㈬㈬
か
ら
営
業
を
開
始

か
ら
営
業
を
開
始

し
ま
す
。

し
ま
す
。



　

市
で
は
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
推
進
し
て
い
く
た
め
に
基
本
構
想
の
一
部
を
見
直
し
ま

す
。
そ
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

第
４
次
総
合
計
画

第
４
次
総
合
計
画

基
本
構
想
（
修
正
原
案
）
に
ご
意
見
を

基
本
構
想
（
修
正
原
案
）
に
ご
意
見
を

基
本
構
想
の
見
直
し

◆
新
た
な
合
言
葉
を
追
加

　

基
本
構
想
の
将
来
像
は
「
市
民
と

築
く
安
心
で
健
康
な
ま
ち　

し
ろ

い
」、
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
つ
な

げ
よ
う
！
人
と
笑
顔　

地
域
の
輪
」

と
し
て
、
行
政
運
営
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
回
新
た
に
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
追
加
し
、
合
言
葉
「
め
ざ
せ
！
暮

ら
し
先
進
地
」
を
掲
げ
て
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

◆
大
き
く
伸
び
た
人
口

　

こ
の
ほ
か
の
変
更
点
と
し
て
、
人

口
の
推
移
や
年
齢
に
よ
る
分
布
を
示

す
将
来
人
口
フ
レ
ー
ム
が
あ
り
ま

す
。
平
成
17
年
度
に
試
算
さ
れ
た
人

口
フ
レ
ー
ム
は
、
白
井
市
の
人
口
増

加
率
が
全
国
3
位
、
県
内
ト
ッ
プ
と

な
る
ほ
ど
の
急
速
な
人
口
増
加
に
よ

り
、
10
年
の
計
画
期
間
を
待
た
ず
に

修
正
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
変
更

前
と
変
更
後
の
人
口
フ
レ
ー
ム
は
右

表
の
と
お
り
で
す
。

◆
人
口
推
移
の
状
況

　

白
井
市
は
昭
和
50
年
代
半
ば
か
ら

始
ま
っ
た
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
へ
の

入
居
を
機
に
人
口
が
急
増
し
、
平
成

12
年
度
に
は
昭
和
55
年
度
に
比
べ
倍

増
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
緩
や
か
に

増
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
17
年

度
以
降
、
西
白
井
地
区
な
ど
の
入
居

が
進
み
、
大
幅
な
増
加
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区

な
ど
の
入
居
に
よ
る
人
口
増
加
は
続

く
も
の
の
、
そ
の
増
加
は
次
第
に
緩

や
か
に
な
る
と
推
計
さ
れ
ま
す
。
基

本
構
想
の
目
標
年
度
で
あ
る
平
成

27
年
度
に
は
国
勢
調
査
人
口
で
約

6
万
3
千
人
に
な
る
と
推
計
さ
れ
ま

す
。

◆
年
齢
3
区
分
別
人
口

　

14
歳
以
下
を
「
年
少
人
口
」、
15

歳
か
ら
64
歳
を
「
生
産
年
齢
人
口
」、

65
歳
以
上
を
「
老
年
人
口
」
と
し
た

推
計
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
17
年
度
の
年
少
人
口
比
率
は

15
・
1
㌫
、
生
産
年
齢
人
口
比
率
は

71
・
0
㌫
、
老
年
人
口
比
率
は
13
・

9
㌫
と
県
内
で
も
「
若
い
ま
ち
」
で

す
が
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発

初
期
の
入
居
者
が
今
後
15
年
以
内
で

続
々
と
老
年
人
口
入
り
す
る
こ
と
か

ら
、
基
本
構
想
の
目
標
年
次
で
あ
る

平
成
27
年
度
に
は
高
齢
化
率
が
一
気

に
23
・
7
㌫
に
達
し
、
急
速
に
高
齢

化
が
進
む
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

現
行
ど
お
り
の
も
の

　

新
た
な
合
言
葉
の
追
加
や
将
来
人

口
フ
レ
ー
ム
の
修
正
を
基
に
、
引
き

続
き
現
在
の
基
本
理
念
や
土
地
利
用

計
画
を
推
進
し
ま
す
。

　

基
本
理
念
や
施
策
の
大
綱
な
ど
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い

7
月
３
日
㈮
ま
で
に
ご
意
見
を

　

基
本
構
想
の
修
正
案
に
つ
い
て
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
基
本
構
想

の
全
文
は
市
役
所
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
図
書
館
・

各
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

意
見
は
7
月
3
日
㈮
ま
で
に
、
各

セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
あ
る
意
見
回

収
箱
に
投
函
す
る
か
、
郵
便
、
フ
ァ

ク
ス
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
企
画
政

策
課
企
画
政
策
班
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

問　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
班　

内

線
3
3
5
3
・
6

　白井市は都心から30㌔㍍圏内にあって、里
山など自然環境に恵まれています。農地や工
業地域、商業地がバランス良く立地し、千葉
ニュータウンを中心に計画的なまちづくりに
よる都市となっています。
　今後の土地利用については、現在ある市街
化区域内の未利用地の利用促進に努めるとと
もに、豊かな水や緑と共生し、田園景観に囲
まれた快適な居住環境と、成田新高速鉄道・
北千葉道路および国道16号が本市を通過する
という、優れた立地特性を生かしたにぎわい
のあるまちづくりを進めます。
　市内を①住居区域、②商業・工業区域、③
農地・緑地区域、④公園・レクリエーション
区域に分け、それぞれの区域に基本方針に沿っ
たまちづくりを進めます。

土地利用の概要 基本理念
○市民が安心でやすらぐまち
○市民が健康で元気に活躍できるまち
○みどり豊かで市民がうるおう美しいまち

施策の大綱
（1）安心して子育てできるまちを築く
重点事項：子育て支援、学校教育
（2）安心して暮らせるまちを築く
重点事項：防犯・防災、福祉活動
（3）健康で暮らせるまちを築く
重点事項：健康づくり、保健・医療
（4）元気に活躍できるまちを築く
重点事項：市民活動、生涯学習、産業振興
（5）みどり豊かで快適なまちを築く
重点事項：緑の保全、居住環境

構想・計画を推進するために
（1）行財政改革
（2）市民参加・協働

総合計画とは
　総合計画とは市が計画的な行政運営を進め
ていく上での長期的な基本指針で、市の最も
上位に位置付けられる総合的な計画です。こ
の計画は下図のとおり「基本構想」「基本計画」
「実施計画」の3つで構成されています。

年齢3区分別人口

Q　

経
済
的
に
新
車
は
買
え
な
い

の
で
、
中
古
自
動
車
販
売
店
に
行

き
、
70
万
円
の
車
を
買
う
契
約
を
し

た
。
事
情
が
あ
り
キ
ャ
ン
セ
ル
を
し

た
か
っ
た
の
で
、
翌
日
の
朝
に
電
話

で
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
20
㌫
の
キ
ャ

ン
セ
ル
料
を
請
求
さ
れ
た
。
キ
ャ
ン

セ
ル
料
が
高
額
だ
と
思
う
が
払
わ
ね

ば
な
ら
な
い
か
。

　
　
　
（
20
代
・
ア
ル
バ
イ
ト
男
性
）

A　

中
古
自
動
車
は
年
式
や
走
行
距

離
、
使
用
状
況
な
ど
に
よ
り
価
格
や

品
質
に
違
い
が
あ
り
選
ぶ
の
が
難
し

い
も
の
で
す
。
最
近
は
ネ
ッ
ト
販
売

の
利
用
で
実
物
を
見
な
い
で
契
約
し

て
、
後
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

中
販
連
（
日
本
中
古
自
動
車
販
売

協
会
連
合
会
）
の
標
準
約
款
に
よ
れ

ば
、
自
動
車
の
売
買
契
約
の
成
立

は
次
の
3
つ
の
中
で
一
番
早
い
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。

①
自
動
車
の
登
録
が
な
さ
れ
た
日

②
修
理
、
改
造
、
架
装
な
ど
に
着
手

し
た
日

③
自
動
車
の
引
き
渡
し
が
な
さ
れ
た

日
　

事
例
の
場
合
、
中
販
連
の
加
盟
店

で
あ
っ
た
こ
と
と
、
朝
の
電
話
時
は

ま
だ
①
・
②
・
③
の
い
ず
れ
に
も
着

手
し
て
い
な
い
の
で
、
契
約
は
ま
だ

成
立
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

従
っ
て
販
売
店
が
負
担
し
た
費
用

（
車
庫
証
明
申
請
）
な
ど
が
あ
れ
ば

そ
れ
を
請
求
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
20
㌫
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
払
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

中
古
車
を
購
入
す
る
と
き
は
次
の

こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
車
に
詳
し
い
人
の
話
を
聞
く
な
ど

事
前
に
情
報
収
集
を
し
ま
し
ょ
う

●
中
販
連
の
加
盟
店
で
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
（
加
盟
店
で

あ
れ
ば
標
準
約
款
に
基
づ
い
て
対
応

し
て
く
れ
ま
す
）

●
試
乗
し
て
よ
く
検
討
し
ま
し
ょ
う

千
葉
県
中
古
自
動
車
販
売
協
会

☎
0
4
3
（
2
5
7
）
5
2
5
7

問　

消
費
生
活
相
談
室　

内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

午

前
10
時
〜
午
後
4
時　

市
役
所
2
階

相
談
室
）

中
古
自
動
車
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料

119

市の将来像と基本理念
を定め、その実現に向
け基本的施策の方向を
明らかにする10カ年の
計画

基本構想

前期基本
計画

後期基本
計画

第1次
実施
計画

第2次
実施
計画

第1次
実施
計画

第2次
実施
計画

平成18年度～ 27年度

平成18年度
～ 22年度

平成23年度
～ 27年度

平成23
年度～
25年度

平成26
年度～
27年度

基本構想の将来像を実
現するため、体系的に
施策を明らかにする  5
カ年の計画

基本計画に定めた施策
を具現化するため、具
体的な事業を明らかに
する計画

平成21
年度～
22年度

平成18
年度～
20年度

第4次総合計画

　市は平成23年度
から5カ年の｢第4
次総合計画後期基
本計画｣の策定に当
たり、市民の意識
やニーズを把握し、
計画に反映させる
ための住民意識調査を実施します。
　市民2,500人（市内在住18歳以上から
無作為抽出）を対象に6月下旬ごろに調
査票を送付しますので、協力をお願い
します。
■問　企画政策課企画政策班　内線3353

住民意識調査にご協力を

変更後の将来人口フレーム
■推計人口・世帯数（総数）　　　　　（単位：人、世帯数）

年度
昭和
55年度

平成
2年度

平成
12年度

平成
17年度

平成
22年度

平成
27年度

国勢調査
人口 24,974 37,082 50,431 53,005 60,500 63,200
世帯 6,576 10,013 15,378 17,677 20,700 23,000

（参考）
登録人口

人口 25,130 37,581 50,942 54,039 61,500 64,200
世帯 ― ― 16,381 19,127 22,700 25,600

※昭和55年度～平成17年度は国勢調査と登録人口（各年度
10月1日現在）、平成22年度以降（太枠内）は推計値です。
　国勢調査人口は国勢調査を基に白井市に居住する人口・世
帯の実測値と推計値、登録人口は住民基本台帳と外国人登録
原票に登録された人口・世帯の実測値と推計値です。

変更前の将来人口フレーム
■推計人口・世帯数（総数）　　　　　（単位：人、世帯数）

年
昭和
55年

平成
2年

平成
12年

平成
17年

平成
22年

平成
27年

人口 24,974 37,082 50,431 53,716 56,900 59,900
世帯 6,576 10,013 15,378 16,851 18,700 20,600

※昭和55年～平成12年は国勢調査（各年10月1日現在）、平
成17年は登録人口（4月1日現在）、平成22年以降（太枠内）
は推計値です。
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昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建
築

し
た
住
宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
診

断
に
掛
か
る
診
断
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

　

補
助
金
を
申
請
す
る
場
合
は
耐
震

診
断
を
契
約
す
る
前
に
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
建
築
物
】

○
市
内
に
現
存
す
る
戸
建
住
宅
・
区

分
所
有
の
共
同
住
宅

請求の状況
単位：件

請求
件数

公文書
の件数

決定区分など
公開 部分公開 非公開 拒否 却下 取り下げ

28 188 65 108 13 0 0 2

実施機関別請求の状況
単位：件

実施機関名 請求
件数

市長

24

総務課 3

秘書課 2

財政課 1

企画政策課 2

課税課 1

市民参加推進課 2

市民課 2

交通防災課 2

都市計画課 3

建設課 2

環境課 4

教育委員会 2

選挙管理委員会 0

監査委員 0

農業委員会 0

固定資産評価審査委員会 0

水道事業 0

議会 2

合　　計 28

非公開の理由別内訳
単位：件

非公開理由 件数

個人情報 61

法人等情報 55

公共安全等情報 15

国等関係情報 0

合議制機関等情報 0

意思形成過程情報 1

事務事業執行情報 0

法令秘情報 0

情報の存否に関する情報 0

不存在 6

合　　計 138

※同一の情報で複数の非公開理由
があるものがあるため、合計は「請
求の状況」とは一致しません。

不服申し立ての状況
単位：件

件数
処理状況

認容 一部
認容 棄却 却下 取り

下げ 検討中

異議申し立て 0 0 0 0 0 0 0

請求の状況
単位：件

請求
区分

請求
件数

公文書
の件数

決定区分など

開示 部分
開示 不開示 不存在 取り

下げ

開示 1 1 0 0 0 1 0

※開示請求があったのは市長（市民参加推進課）でした。
　ほかに訂正・削除・中止の請求はありませんでした。

市は情報を公開しています市は情報を公開しています
～ 開 か れ た 市 政 ～～ 開 か れ た 市 政 ～

【情報を公開します】
　市では次の機関の情報公開請求を受け付けています。個人情報の保護な
どのため、受け付けた請求内容をすべて公開するものではありませんが、
公開できない場合も部分公開などを行い可能な限り情報を公開します。
情報公開請求を実施する市の機関
　市長、教育委員会、選挙管理委員会、農業委員会、固定資産評価審査委
員会、監査委員、水道事業、議会
情報の公開を請求できる情報
　市の機関の職員が作成したり取得した文書、図面、磁気テープ、磁気ディ
スクなどで、市の機関が保有している情報
対象　一般
費用　無料（写しの交付を希望した場合や郵送を希望した場合はその実費
が掛かります）
申・問　所定の様式（総務課・市ホームページにあります）に必要事項を
記入の上、直接総務課行政班　内線3313へ
※口頭や電話での請求はできません。
【個人情報は守ります】
　個人情報保護制度で個人の情報は守られています。情報公開の場合も例
外ではなく、個人が識別される部分などは黒く塗りつぶすなど個人も特定
できない形で部分的に公開します。
　またこの制度は市が保有している自己の情報を確認し、誤りを正す権利
を保障しています。
自己の情報の確認は
　個人情報保護制度では情報公開と同様の実施機関に対し、同様の内容の
中に含まれる自分の情報が請求（確認）できます。
対象　本人（本人が未成年者の場合などはその親権者、成年後見人または
任意後見人も含む）
申・問　所定の様式（総務課・市ホームページにあります）に必要事項を
記入の上、直接総務課行政班　内線3313へ
※口頭や郵送、電話での請求はできません。
【情報公開・個人情報保護制度の運用状況】
　平成20年度の情報公開制度の運用状況は左表のとおり、個人情報保護制
度の運用状況は下表のとおりです。
■問　総務課行政班　内線3313

平成20年度情報公開制度運用状況

平成20年度個人情報保護制度運用状況

◆◆ ◆◆

大
切
な
家
を
守
る
た
め
に

大
切
な
家
を
守
る
た
め
に

〜
耐
震
診
断
費
一
部
助
成
〜

〜
耐
震
診
断
費
一
部
助
成
〜

　皆さんと市長
が対話する場と
して市民との直
接対話を開催し
ます。
　対話内容は自由で、気軽に何でも話
していただいて結構ですが、個人への
中傷などはご遠慮ください。
　今月の開催日は次のとおりです。
日時　24日㈬　午後3時～（1組当た
り30分程度）
※市長の公務により変更する場合があ
ります。
場所　市役所1階ロビー
対象　市内在住・在勤・在学者　4組
（申し込み順）
※１組は１人から３人程度とし、多人
数での対話は「ミニ懇談会」を活用く
ださい。
■申・■問　16日㈫から電話で秘書課広
報広聴班　内線3371へ

市民との直接対話

市民市民と対話すると対話する横山横山市長市長

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

新潟県中越沖地震で倒壊した住宅新潟県中越沖地震で倒壊した住宅

○
木
造
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
鉄
骨

造
の
住
宅

※
併
用
住
宅
の
場
合
は
居
住
す
る
た

め
の
部
分
の
延
べ
床
面
積
の
占
め
る

割
合
が
、
全
体
の
延
べ
床
面
積
の
2

分
の
1
以
上
で
あ
る
こ
と
。

【
対
象
要
件
】

○
各
構
造
に
応
じ
た
耐
震
診
断
士
が

行
う
こ
と

○
国
が
定
め
る
方
法
で
行
う
こ
と

○
区
分
所
有
の
共
同
住
宅
（
マ
ン
シ

ョ
ン
含
む
）
は
、
管
理
組
合
に
よ
る

合
意
形
成
が
得
ら
れ
て
お
り
、
管
理

組
合
が
実
施
す
る
予
備
診
断
で
、
本

診
断
が
必
要
で
あ
る
と
診
断
さ
れ
た

も
の

○
過
去
に
こ
の
制
度
に
よ
る
補
助
金

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

○
建
築
確
認
な
ど
の
手
続
き
を
合
法

的
に
行
っ
て
い
る
も
の

【
補
助
対
象
経
費
・
補
助
金
額
】

　

下
表
の
と
お
り
で
す
。

耐震診断補助対象経費・金額
区分 補助対象経費 補助金額

戸建住宅 床面積1平方㍍に付き1,000
円を乗じた額を限度に耐震
診断士に支払った額

補助対象経費の3分の2
※70,000円を限度とする。

区分所有の
共 同 住 宅
（マンショ
ンなど）

床面積1平方㍍に付き2,000
円を乗じた額を限度に耐震
診断士に支払った額

補助対象経費の3分の2
※1戸に付き70,000円を乗じ
その額が100万円を超えた場
合は100万円を限度とする。

申
・
問　

都
市
計
画
課
宅
地
建
築
班

内
線
3
2
3
2
・
3
へ

　

市
で
は
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
今
年
度
か

ら
「
耐
震
診
断
補
助
金
」
を
新
た
に
始
め
ま
し
た
。
こ
の
補
助
金
を
活
用
し
皆
さ
ん

の
「
大
切
な
わ
が
家
」
の
耐
震
性
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
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　現在の「乳幼児医
療費助成受給券」の
有効期間は7月31日ま
でです。8月1日以降
も引き続き対象とな
る人には、新しい受
給券を7月下旬までに送付します。
　平成21年1月1日現在の住所が白井市で
ない保護者は、所得の状況が確認できない
ため、次の書類を7月10日㈮までに提出し
てください。
必要書類　平成21年度所得等証明書（市
区町村民税所得割・均等割、合計所得金額、
所得控除の内訳、扶養人数の記載があるも
の）
※平成21年1月1日現在の住所地（市区町
村）が発行するもの。
　保護者2人分の証明書が必要な場合があ
ります。
■問　健康課母子保健班☎（497）3495

乳幼児医療費助成乳幼児医療費助成
受給券の更新受給券の更新

　小学6年生までの医
療費（入院分）を4月
から助成しています。
助成を受けるには乳
幼児医療費の助成と
は異なりその都度申
請が必要です。医療機関で医療費を支払っ
た後に領収書と必要書類を添付して健康課
へ申請してください。
対象　保護者の所得が児童手当特例給付所
得制限限度額未満の世帯員である小学生
助成額　支払った医療費から自己負担額
（入院1日に付き200円）を除く金額
※小学生の属する世帯全員の住民税が非課
税・均等割のみ課税世帯の場合は自己負担
額はありません。
申請期限　医療費を支払ってから2年
■問　健康課母子保健班☎（497）3495

小学生の入院医療費助成小学生の入院医療費助成

　休日や夜間、急に子
どもの具合が悪くなり、
どうしたらよいか判断
に迷ったときは電話し
てください。担当の看
護師が相談に応じます。必要な場合には小
児科医に電話を転送します。
実施日時　毎日　午後7時～ 10時
相談専用電話番号　☎＃8000（プッシュ
回線の固定電話、携帯電話）
※ダイヤル回線、＃8000を利用できない
場合は☎043(242)9939。
■問　健康課母子保健班☎（497）3495

こども急病電話相談こども急病電話相談

　小児初期急病診療所は年末年
始など年間365日の早朝や夜間
の小児救急診療を行います。 
診療日時　平日・土曜日　午後
7時～翌朝午前6時、日曜・祝日・
年末年始　午前9時～午後5時、
午後7時～翌朝6時
場所　佐倉市健康管理センター内
対象　印旛郡市内在住の原則15歳まで
■問　印旛市郡小児初期急病診療所☎043（485）
3355（診療時間内のみ）、市健康課母子保健
班☎（497）3495

年中無休で対応します年中無休で対応します
印旛市郡小児初期急病診療所印旛市郡小児初期急病診療所

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

〜
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
対
象
の
特
定
健
康
診
査

〜
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
対
象
の
特
定
健
康
診
査
〜〜

　

市
国
保
（
国
民
健
康
保
険
）
被
保
険
者
で
40
歳
以
上
を
対
象
に
特
定
健
診
（
特
定
健
康

診
査
）
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
健
診
は
生
活
習
慣
病
対
策
を
主
な
目
的
と
し
た
健
診
で
す
。

　

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
進

行
す
る
と
重
篤
な
症
状
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
年
1
回
の
健
診
を
受
診
し
、

自
分
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
客
観
的

に
把
握
し
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
役

立
て
ま
し
ょ
う
。
受
診
結
果
を
基
に

市
保
健
師
が
生
活
習
慣
改
善
の
手
伝

表1　特定健診日程・場所　　　
日　　程 場　所

7月30日㈭・31日㈮、8月1日㈯・3日㈪・4日
㈫、5日㈬・6日㈭10月14日㈬・19日㈪・29日㈭・
31日㈯

保健福祉センター

7月15日㈬、10月15日㈭ 公民センター
7月28日㈫・29㈬、10月28日㈬・30日㈮ 冨士センター
7月16日㈭、10月13日㈫ 桜台センター
7月17日㈮・18日㈯・21日㈫・22日㈬・23
日㈭・ 24日㈮、10月8日㈭・9日㈮・10日㈯

西白井複合セン
ター

表２　特定健診費用負担の免除
対　象 特定健診時の持ち物

①市民税非課税世帯
に属する人 国保被保険者証、問診票、無料券

②市医療費受給者証
を有する人 国保被保険者証、問診票、受給者証

③70歳以上の人 国保被保険者証、問診票

※①の人は事前に保険年金課へ申請が必要です。受診予定日の2週間
前までに印鑑と国民健康保険被保険者証を持参のしてください。

　心身の衰えのサインを早めに発見し対応するため、市
国民健康保険特定健診と同時に生活機能評価を実施しま
す。対象者には7月初旬に生活機能評価票を送付します。
届かない場合はお問い合わせください。
対象　65歳以上（要支援・要介護認定者を除く）
■問　地域包括支援センター（高齢者福祉内）☎（497）
3474

特定健診特定健診とと同時に同時に生活機能評価生活機能評価をを実施実施

い
（
特
定
保
健
指
導
）
を
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
特
定
健
診
は
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

日
程
・
場
所　

左
表
1
の
と
お
り

対
象　

40
歳
以
上
の
市
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者

※
市
国
保
以
外
の
健
康
保
険
の
加
入

者
を
対
象
と
し
た
特
定
健
診
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
加
入
す
る
医
療
保
険
者
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

健
診
項
目

◆
基
本
項
目　

質
問
票
（
服
薬
歴
、

喫
煙
歴
な
ど
）    

、
身
体
測
定
（
身
長
・

体
重
・
B
M
I
・
腹
囲
）    
、
身
体
診

も
う
す
ぐ
パ
パ
マ
マ
ク

ラ
ス　

土
曜
日
コ
ー
ス

　

出
産
や
育
児
に
つ
い
て
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
平
日
忙
し
い
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時　

7
月
4
日
㈯　

午
後
1
時
〜

4
時
30
分

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
妊
娠
6
か
ら
9
カ

月
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

16
組
（
申
し
込
み
順
）

内
容　

妊
娠
･
出
産
・
育
児
に
つ
い

て
の
話
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入

れ
方
、
妊
婦
体
験
・
体
操

持
ち
物　

母
子
手
帳
、
筆
記
用
具
、

体
操
し
や
す
い
服
装

申
・
問　

7
月
1
日
㈬
か
ら
電
話
か

直
接
健
康
課
母
子
保
健
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
9
5
へ

　市民活動推進センターの円滑な運営と市民
活動の推進を図るため、センターの管理運営、
市民活動の情報収集や発信、事業の企画運営
などを行う運営委員12人を4月27日に委嘱し
ました。
　委員は次の皆さんです。　　　　（敬称略）
委員　神田悦男（委員長）、松本千代子（副委
員長）、山口健郎、栗田武、仲田悦子、加藤恵
泉、細川泰裕、藤森義韶、岡本幸二郎、田中
英紀、伊藤利弘、田中和八

市民活動推進センター市民活動推進センター
運営委員委嘱運営委員委嘱

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■問　市民参加推進課市民参加推進班　内線
3152

委嘱を受ける委員委嘱を受ける委員

察
、
血
圧
測
定
、
血
液
（
肝
機
能
・

血
糖
・
脂
質
）
検
査
、
尿
検
査

◆
詳
細
項
目
（
一
定
の
基
準
で
医
師

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
実
施
）

心
電
図
検
査
、
眼
底
検
査
、
貧
血
検

査持
ち
物　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
、
受
診
券
を
兼
ね
た
問
診
票
（
7

月
初
旬
に
対
象
者
へ
送
付
し
ま
す
）

自
己
負
担
額　

1
、
0
0
0
円

※
左
上
表
2
に
該
当
す
る
人
は
免
除

さ
れ
ま
す
。

問　

保
険
年
金
課
保
険
年
金
班　

内

線
3
1
7
5
、
健
康
課
保
健
予
防
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
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古
き
を
温
め
新
し
き
を
知
る
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　健康増進
ルームは保健
福祉センター
の電気設備点
検とトレーニ
ング器具の定
期点検のため、
27日㈯は終日
休館します。
■問　健康課健康づくり推進班☎
（497）3494

健康増進ルーム
休館のお知らせ

　市では梨・なし坊・今井の桜・白井の位置図など、市
のイメージを写真や絵で印刷した名刺の台紙を販売し
ています。
　会社や町内会、サークルなど皆さんが活躍する場で利
用してください。
価格　100枚300円
※氏名などの印刷は各自でお願いします。

■問　企画政策課企画政策班　内線3356

市オリジナル名刺台紙市オリジナル名刺台紙
販売中販売中

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
す
べ

て
の
人
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。
市
で
は

強
調
月
間
に
市
の
保
護
司
を
中
心
と

し
て
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
く
た
め
の
啓
発
活
動
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

少
年
非
行
な
ど
で
お
悩

み
の
人
は

　

子
ど
も
の
非
行
や
問
題
行
動
な
ど

の
悩
み
が
あ
る
人
は
、
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
に
千
葉
保
護
観
察
所
☎

0
4
3
（
2
0
4
）
7
7
9
1
か
地

77
月
か
ら

月
か
ら

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
強
調
月
間
で
す

の
強
調
月
間
で
す
。。

　

市
内
の
歴
史
・
文
化
財
に
つ
い
て

の
講
演
会
で
す
。

　

江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
開
発

が
数
多
く
の
村
を
誕
生
さ
せ
、
そ
の

村
が
集
ま
っ
た
り
離
れ
た
り
し
て
現

○
シ
ル
バ
ー
冨
士
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
　
　
　
　

6
、0
0
0
円

　

こ
の
寄
付
金
は
市
の
福
祉
事
業
推

進
事
業
基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
、
難

病
疾
患
者
、
紙
お
む
つ
等
給
付
費
な

ど
福
祉
事
業
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

区
の
保
護
司
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
護
司
の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

保
護
司　

緑
川
し
げ
（
冨
士
）
☎

（
4
4
3
）
0
1
2
7
、
秋
本
久
彦

（
白
井
）
☎
（
4
9
7
）
1
8
8
1
、

林
眞
知
子
（
七
次
台
）
☎
（
4
9
1
）

4
4
1
4
、
小
林
稔
（
清
水
口
）
☎

（
4
9
1
）
3
0
7
3
、
古
澤
由
紀

子
（
南
山
）
☎
（
4
9
1
）
3
5
2

0
、
井
川
芳
枝
（
冨
士
）
☎
（
4
4

5
）
4
8
5
9
、
楠
橋
大
樹
（
桜
台
）

☎
（
4
9
2
）
9
2
6
6
、
矢
野
富

子
（
け
や
き
台
）
☎
（
4
9
1
）
5

1
3
3

講
演
会
「
性
・
人
間
・

生
き
る
」

　

市
保
護
司
会
主
催
に
よ
る
性
教
育

に
つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。

日
時　

7
月
16
日
㈭　

午
後
1
時
〜

2
時

場
所　

大
山
口
中
学
校
体
育
館

対
象　

一
般
（
自
由
参
加
）

講
師　

大
東
学
園
教
育
研
究
所　

丸

山
慶
喜
所
長

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
家
庭
や
学
校
生
活

の
中
で
体
験
し
た
こ
と
を
基
に
、
犯

罪
や
非
行
に
関
し
て
考
え
た
こ
と
や

感
じ
た
こ
と
を
表
現
し
た
作
文
を
募

集
し
ま
す
（
応
募
者
全
員
に
参
加
賞

が
あ
り
ま
す
）。

対
象　

中
学
生

応
募
枚
数　

4
0
0
字
詰
め
原
稿
用

紙
3
〜
5
枚

審
査　

市
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
実
施
委
員
会
」
で
優
秀
作
品
4

点
を
選
考
し
、
県
の
実
施
委
員
会
へ

推
薦

発
表　

12
月
初
旬
に
各
中
学
校
へ
通

知※
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
著

作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
（
応

募
作
品
は
返
還
し
ま
せ
ん
）。

申　

7
月
1
日
㈬
か
ら
9
月
4
日
㈮

（
必
着
）
ま
で
に
各
中
学
校
へ

問　

社
会
福
祉
課
厚
生
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
8
2

文
化
財
講
演
会

「
近
世
か
ら
近
代
の
下
総
台
地
の
開
発
」

代
の
市
域
や
地
区
が
形
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
講
演
会
で
は
立
野
晃
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、
市
指
定
文
化
財

「
牧
士
川
上
家
資
料
」
な
ど
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
、
開
発
に
か
か
わ
る
隣

村
と
の
緊
張
関
係
な
ど
、
白
井
近
辺

の
近
世
か
ら
近
代
の
状
況
に
つ
い
て

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

26
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
〜

3
時
20
分

場
所　

文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

対
象　

一
般　

90
人
（
先
着
順
）

入
場
料　

無
料

問　

文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

　妊婦さんと生後6カ
月までの赤ちゃんと
ママが気軽に立ち寄
れておしゃべりでき
る場所です。手作り
おもちゃや親子遊び
の紹介もあります。
日時　7月8日㈬　午前9時30分～ 11時30分
場所　保健福祉センター
対象　妊婦さんと生後6カ月までの親子
申・問　健康課母子保健班☎（497）3495
へ

マタニティ＆ベビーサロマタニティ＆ベビーサロン・ン・
いっぽいっぽいっぽいっぽ

土地争論一件御裁許絵図土地争論一件御裁許絵図

中
村
新
田

　

市
内
に
は
新し
ん
で
ん田
と
呼
ば
れ
る
地

名
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は

江
戸
時
代
の
新
田
開
発
と
深
く
か

か
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

本
来
、
新
田
は
も
と
か
ら
あ
る

本ほ
ん
で
ん
田
に
対
し
、
後
か
ら
開
い
た
田

を
意
味
し
ま
し
た
が
、
田
に
適
し

た
土
地
は
江
戸
時
代
以
前
に
開

発
し
尽
く
さ
れ
て
い
て
、
江
戸
時

代
に
未
開
地
と
し
て
残
っ
て
い
た

の
は
山
野
や
沼
沢
地
な
ど
、
田
に

は
向
か
な
い
土
地
ば
か
り
で
し
た
。

そ
れ
で
も
人
口
増
加
や
幕
府
の
財

政
再
建
の
た
め
に
耕
地
を
増
や
す

必
要
に
迫
ら
れ
、
幕
府
は
新
田
検

地
条
目
な
ど
を
設
け
て
新
田
開
発

を
奨
励
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

新
田
に
は
田
畑
や
宅
地
ま
で
含
め

た
新
開
地
や
新
た
な
村
の
意
味
ま

で
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
田
に
は
本
田
畑
の
続
き
や
外

へ
新
し
く
田
畑
を
切
り
開
い
た
切

添
新
田
や
持
添
新
田
、
人
が
移
住

し
て
新
た
な
村
を
築
い
た
村
立

新
田
な
ど
の
形
が
あ
り
、
村
が
請

負
っ
た
「
村
請
新
田
」
町
人
が
請

負
っ
た
「
町
人
請
負
新
田
」
代
官

が
関
与
し
た
「
代
官
見
立
新
田
」

な
ど
開
発
主
体
の
違
い
に
よ
っ
て

も
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

市
内
最
大
の
新
田
は
1
6
7
9

年
（
延
宝
7
）
頃
成
立
し
た
畑
地

中
心
の
中
村
新
田
で
す
。
こ
れ
は

現
在
の
中
や
河
原
子
か
ら
平
塚
地

区
の
一
部
に
お
よ
ぶ
新
田
で
し
た
。

こ
の
開
発
に
は
市
内
の
平
塚
村
や

名
内
村
の
ほ
か
、
市
外
（
柏
市
）

の
手
賀
村
や
片
山
村
が
か
か
わ
り
、

中
村
新
田
と
は
言
い
ま
す
が
、「
中

村
新
田
之
内
平
塚
村
」
「
中
村
新

田
之
内
名
内
村
」
「
中
村
新
田
之

内
手
賀
村
」
「
中
村
新
田
之
内
片

山
村
」
の
4
つ
の
村
か
ら
成
る
複

合
的
な
新
田
で
し
た
。
平
塚
村
の

持
添
で
無
民
家
の
中
村
新
田
之
内

平
塚
村
を
除
く
と
い
ず
れ
も
村
立

新
田
で
、
1
8
3
8
年
（
天
保
9

年
）
頃
の
全
体
戸
数
は
31
戸
、
人

口
は
1
4
2
人
ほ
ど
で
し
た
。

　

中
村
新
田
之
内
名
内
村
に
は
天

神
社
や
庵
（
後
の
阿
弥
陀
堂
）
が

あ
り
、
河
原
子
村
と
い
う
別
名
を

名
乗
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
1
8
8
9
年
（
明
治
22
年
）

の
白
井
村
へ
の
合
併
時
に
は
、
河

原
子
の
名
を
選
択
し
て
地
区
へ
と

変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

中
村
新
田
之
内
手
賀
村
と
中
村

新
田
之
内
片
山
村
は
古
く
か
ら
密

接
な
関
係
を
持
ち
、
連
合
し
て
砂

久
保
村
と
名
乗
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
1
8
7
4
年
（
明
治
7
年
）

に
は
両
村
が
合
併
し
て
中
村
と
な

り
、兵
主
・
八
幡
の
両
社
や
庵
（
後

の
薬
師
堂
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

や
は
り
白
井
村
へ
の
合
併
の
際
、

中
と
い
う
名
で
地
区
へ
と
変
わ
っ

て
い
ま
す
。

問　

文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

名刺台紙各種名刺台紙各種

2009.6.155
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「
あ
そ
ば
ね
会
」　

民
泊
協
力
家
庭
募
集

　

あ
そ
ば
ね
会
は
白
井
市
と
福
島
県

伊
達
市
の
小
学
生
が
交
流
を
図
る
会

で
す
。
参
加
者
の
子
ど
も
た
ち
に
い

ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
て
も
ら
う
た
め
、

一
般
家
庭
で
の
宿
泊
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。

　

小
学
生
を
2
・
3
人
泊
め
て
も
ら

え
る
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

　

特
別
な
も
て
な
し
は
し
な
い
で
、

自
分
た
ち
の
子
ど
も
の
よ
う
に
接
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　

8
月
8
日
㈯　

午
後
5
時
〜

9
日
㈰　

午
前
9
時
30
分

集
合
場
所　

西
白
井
駅
南
口

申
・
問　

7
月
10
日
㈮
ま
で
に
電
話
、

E
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
班　

内
線
3
4
3
3
・

sy
ou
g
ai-g
ak
u
sy
u
u
@
city
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

教
科
書
展
示
会

　

平
成
22
年
度
に
小
・
中
学
校
、
特

別
支
援
学
校
、
特
別
支
援
学
級
で
使

用
可
能
な
教
科
書
の
見
本
展
示
会
を

行
い
ま
す
。

【
佐
倉
教
科
書
セ
ン
タ
ー
（
県
教
育

庁
北
総
教
育
事
務
所
内
）】

日
時　

6
月
19
日
㈮
〜
7
月
8
日
㈬

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
土
・
日
曜

日
を
除
く
）

【
成
田
移
動
教
科
書
展
示
場
（
成
田

市
中
央
公
民
館
内
）】

日
時　

6
月
19
日
㈮
〜
7
月
2
日
㈭

午
前
9
時
〜
午
後
9
時

問　

教
育
セ
ン
タ
ー
室　

内
線
3
4

7
0

　パソコン講座に参加したけど疑問点があるから聞いてみたい、もう少し自分で練習
してみたい、そんな人を対象に市民ボランティアの講師が相談に応じます。インター
ネットやEメールの練習もできます。
日時　下表のとおり
場所　西白井複合センターパソコンルーム
対象　市内在住高校生以上　10人（先着順）
※1人1時間です。
参加費　無料
※パソコンや記録媒体などの持ち込みはご遠慮ください。
　練習した文書やホームページの印刷はできません。
■問　生涯学習課社会教育班　内線3433

パソコン相談室日時
7月 9日㈭　9：00 ～ 12：00 18日㈯　13：30 ～ 16：30 25日㈯　9：00 ～ 12：00
8月 18日㈫　9：00 ～ 12：00 21日㈮　13：30 ～ 16：30 29日㈯　13：30 ～ 16：30
9月 8日㈫　13：30 ～ 16：30 17日㈭　13：30 ～ 16：30 24日㈭　9：00 ～ 12：00

初心者のためのパソコン相談室初心者のためのパソコン相談室

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集
・

伝

言

板

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

成
人
式
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

成
人
式
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

〜
平
成

〜
平
成
2222
年
成
人
式
の
実
行
委
員

年
成
人
式
の
実
行
委
員
を
募
集
〜

を
募
集
〜

協力家庭と一緒にVサイン協力家庭と一緒にVサイン

　主に精神障害者が通う地域活動支援センター「ぽ
けっと」がリニューアルしました。パン工房の見学
や収穫した野菜の袋詰めをしながら「ぽけっと」の
仲間たちと交流をしましょう。
日時　7月13日㈪　午後1時（集合）～ 3時30分
集合場所　保健福祉センター　
対象　市内在住者　30人（申し込み順）
参加費　無料
申　7月2日㈭までに電話か直接ボランティアセン
ターへ

ボボランティア活動ボランティア活動
体験講座体験講座

　

市
で
は
新
成
人
へ
の
祝
福
と
、
社

会
人
と
し
て
の
自
覚
、
誇
り
を
促
す

機
会
と
し
て
、
毎
年
成
人
式
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
も
実
施
に
あ
た
り

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

成
人
の
晴
れ
の
日
を
自
分
た
ち
の

手
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

成
人
式
日
程　

平
成
22
年
1
月
11
日

㈷

対
象　

平
成
元
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
2
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
ま
た

は
こ
れ
か
ら
成
人
式
を
迎
え
る
人
で
、

成
人
式
の
企
画
運
営
に
興
味
の
あ
る

人申
・
問　

7
月
10
日
㈮
ま
で
に
電

話
か
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習
課
社

会
教
育
班　

内
線
3
4
3
3
・

sy
ou
g
ai-g
ak
u
sy
u
u
@
city
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

今年の成人式今年の成人式

　市福祉作業所による
「七夕まつり」です。
　願い事を書いた短冊
を竹に飾ったり、模擬
店もあります。
日時　6月22日㈪～ 7月
7日㈫　午前10時～午後
2時
対象　一般（自由参加）
参加費　無料
※模擬店の商品は実費が掛かります。

福 七夕まつり七夕まつり

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　

弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

日
時　

27
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所　

千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　

対
象　

一
般
（
予
約
不

要
）
相
談
料　

無
料

問　

千
葉
中
央
法
律
事
務
所
0
4
3

（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
四
街
道
特
別
支
援
学
校
「
学
校
公

開
」「
教
育
・
医
療
相
談
会
」

　

学
校
説
明
・
校
内
参
観
や
喘
息
、

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
、
肥
満
、
一
般
疾

患
、
筋
疾
患
、
重
度
重
複
障
害
な
ど

を
専
門
と
す
る
国
立
病
院
機
構
下
志

津
病
院
医
師
と
臨
床
心
理
士
に
よ
る

個
別
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

7
月
7
日
㈫　

午
後
1
時
〜

4
時　

場
所　

県
立
四
街
道
特
別
支

援
学
校　

対
象　

保
護
者
、
教
職
員

ほ
か

申
・
問　

四
街
道
特
別
支
援
学
校
☎

0
4
3
（
4
2
2
）
2
6
0
9
へ

◆
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

　

消
防
法
に
基
づ
き
特
定
防
火
対
象

物
（
飲
食
店
や
店
舗
、
病
院
な
ど
不

特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
し
、
収
容

人
員
が
30
人
以
上
、
延
べ
面
積
3
0

0
平
方
㍍
の
施
設
）
と
非
特
定
防
火

対
象
物
（
特
定
防
火
対
象
物
以
外
で

共
同
住
宅
や
学
校
、
工
場
な
ど
収
容

人
員
が
50
人
以
上
の
施
設
）、
収
容

人
員
10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

な
ど
の
社
会
福
祉
施
設
は
防
火
管
理

者
を
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
防

火
管
理
を
行
う
た
め
の
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　

7
月
16
日
㈭
・
17
日
㈮　

午

前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時　

場
所　

印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
（
印

西
市
）　

対
象　

一
般
50
人　

申
・
問　

6
月
15
日
㈪
か
ら
17
日
㈬

ま
で
に
、
写
真
2
枚
（
縦
4
㌢
㍍
横

3
㌢
㍍
上
半
身
無
帽
・
無 

背 

景 

） 

、

印
鑑　

受
講
料
（
4
、 0
0 

0
円 

）

を
持
参
の
上
、
直
接
印
西
地
区
消
防

組
合
消
防
本
部
予
防
課
（
午
前
9
時

30
分
か
ら
午
後
5
時
）
☎
0
4
7
6

（
4
6
）
9
9
7
1
へ

※
15
日
㈪
・
16
日
㈫
は
白
井
市
、
印

西
市
、
印
旛
村
、
本
埜
村
在
住
・
在

勤
者
の
み
。　

◆
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ
ナ
ー
・
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
個
別
相
談
会

　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
や
居
住
者

な
ど
が
抱
え
る
多
様
な
問
題
に
対
応

す
る
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
と
個
別
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
個
別
相
談
に
は

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
が
応
じ
ま
す
。

日
時　

7
月
11
日
㈯　

午
前
10
時
〜

正
午
（
個
別
相
談
）、
午
後
1
時
〜

4
時
30
分
（
セ
ミ
ナ
ー
）
場
所　

市

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

対
象　

管
理

組
合
の
役
員
や
区
分
所
有
者
な
ど　

4
組
（
個
別
相
談 

） 

、
20
人
（ 

セ 

ミ

ナ
ー
）　  

相
談
料　

無
料

申
・
問　

㈳
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会

☎
0
4
3
（
2
4
4
）
9
0
9
1
、

℻  
0
4
3
（
2
4
4
）
9
0
9
4

へ◆
千
葉
テ
レ
ビ
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

　

6
月
か
ら
県
内
各
自
治
体
の
イ
ベ

ン
ト
情
報
･
行
政
情
報
な
ど
が
、
千

葉
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
デ
ー

タ
放
送
や
各
家
庭
の
地
上
波
デ
ジ
タ

ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ
、
ワ
ン
セ
グ
放

送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。　

問　

㈶
千
葉
県
市
町
村
振
興
協
会
☎

0
4
3
（
3
1
1
）
4
1
6
2

◆
県
立
北
総
花
の
丘
公
園

【
昔
な
つ
か
し
こ
ど
も
あ
そ
び
】

　

竹
馬
、
輪
投
げ
、
紙
芝
居
、
草
笛
、

金
魚
す
く
い
、駄
菓
子
、フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　

6
月
27
日
㈯　

午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
雨
天
の
場
合
は
28
日
㈰

に
延
期
）　

対
象　

一
般
（
自
由
参

加
）

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
出
店
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
（
1
0
0
区
画
・

先
着
順
）。

　
【
夏
の
野
鳥
観
察
会
】

日
時　

7
月
5
日
㈰　

午
前
10
時
〜

正
午　

対
象　

一
般　

30
人
（
先
着

順
）
参
加
費　

2
0
0
円

  

【
公
園
葉
っ
ぱ
探
検
隊
】

　

公
園
内
の
木
の
葉
の
観
察
を
し
、

夏
休
み
の
自
由
研
究
の
題
材
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

7
月
20
日
㈷　

午
前
10
時
〜

正
午　

対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護

者
）　 

12
組
（
申
し
込
み
順
）　

参

加
費　

2
0
0
円

  

【
親
子
で
草
木
染
め
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
】

日
時　

7
月
26
日
㈰　

午
前
10
時
〜

正
午　

対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護

者　

12
組
（
申
し
込
み
順
）　

参
加

費　

1
、0
0
0
円

申
・
問　

県
立
北
総
花
の
丘
公
園
☎

0
4
7
6
（
4
7
）
4
0
3
1
へ

※
葉
っ
ぱ
探
検
隊
の
受
け
付
け
は
6

月
20
日
㈯
か
ら
、
草
木
染
め
の
受
け

付
け
は
6
月
26
日
㈮
か
ら
で
す
。

◆
親
子
で
あ
そ
ぼ
う

　

わ
ら
べ
歌
、
読
み
聞
か
せ
、
手
遊

び
、
工
作
、
童
謡
を
歌
い
な
が
ら
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
時　

毎
月
第
3
火
曜
日　

午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分　

場
所　

西
白

井
複
合
セ
ン
タ
ー　

対
象　

市
内
在

住
乳
幼
児
親
子
（
自
由
参
加
）

申
・
問　

な
ご
み　

穴
田
☎
（
4
9

1
）
6
9
3
9
へ

◆
労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
は
お

早
め
に

　

労
働
保
険
料
の
更
新
手
続
き
に
は
、

労
働
保
険
料
を
精
算
す
る
「
平
成
20

年
度
の
確
定
申
告
」
と
「
平
成
21
年

度
の
見
込
み
保
険
料
」
の
申
告
が
必

要
で
す
。
申
告
・
納
付
期
間
は
7
月

10
日
㈮
ま
で
で
す
。
最
寄
り
の
金
融

機
関
を
通
じ
て
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問　

千
葉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課

☎
0
4
3
（
2
2
1
）
4
3
1
7
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セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集
・

伝

言

板

◆
北
総
会
民
謡
舞
踊
発
表
会

　

北
総
会
は
さ
ま
ざ
ま
な
奉
仕
活
動

や
社
会
福
祉
へ
の
積
極
的
な
取
り
組

み
を
行
い
な
が
ら
郷
土
芸
能
の
発
展

と
継
承
の
た
め
に
、
日
ご
ろ
練
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

1
年
間
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

21
日
㈰　

午
前
10
時
〜　

場

所　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル　

対
象　

一
般
（
自
由
参
加
）　

入
場
料　

無

料問　

北
総
会　

馬
場
崎
☎
（
4
9
1
）

8
5
0
0

◆
リ
ズ
ム
体
操

　

軽
快
な
リ
ズ
ム
に
の
り
、
体
を
柔

軟
に
す
る
ス
ト
レ
ッ
チ
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
10
年
後
、
20
年
後
の
生
き

生
き
と
し
た
自
分
を
想
像
し
、
今
の

う
ち
か
ら
体
を
鍛
え
て
お
く
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。

　

無
料
体
験
を
し
ま
す
の
で
年
齢
を

問
わ
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
木
曜
日　

午
後
1
時
〜

3
時　

場
所　

西
白
井
複
合
セ
ン
タ

ー　

入
会
金　

2
、
0
0
0
円　

月

会
費　

3
、
0
0
0
円

問　

田
島
☎
（
4
9
2
）
3
3
8
5

◆
お
は
な
し
だ
い
す
き

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
2
火
曜
日　

午
前
11

時
〜
11
時
30
分　

場
所　

西
白
井
複

合
セ
ン
タ
ー　

対
象　

乳
幼
児
〜
（

自
由
参
加
）

申
・
問　

國
島
☎
（
4
9
7
）
0
3

4
0
へ

◆
下
総
航
空
基
地
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

滑
走
路
や
基
地
内
の
約
7
・
2
㌔

㍍
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
時　

27
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後

1
時
（
雨
天
や
強
風
の
場
合
は
中
止
）

場
所　

海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基

地
（
柏
市
）　

対
象　

小
学
生
以
上

（
ベ
ビ
ー
カ
ー
や
車
椅
子
で
の
参
加
、

ペ
ッ
ト
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
盲
導
犬
・
聴
導
犬
を
除
き
ま
す
。

集
合
時
間　

午
前
9
時
30
分　

集
合

場
所　

下
総
航
空
基
地
正
門　

参
加

費　

無
料

申
・
問　

25
日
㈭
ま
で
に
海
上
自
衛

隊
下
総
航
空
基
地
広
報
室
☎
0
4

（
7
1
9
1
）
2
5
0
1
（
土
・
日

曜
・
祝
日
を
除
く
）、

 h
ttp://

w
w
w
.m
o
d
.g
o
.jp
/m
sd
f/

sim
oh
u
sa/

へ

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
む
場

合
は
必
ず
名
前
に
ふ
り
が
な
を
入
力

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ぐ
り
ん
ぴ
ー

す
ク
ラ
ブ
」
の
仲
間
を
募
集

　

双
子
ち
ゃ
ん
、
三
つ
子
ち
ゃ
ん
の

親
子
が
集
ま
っ
て
、
遊
び
と
楽
し
い

お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
ま
す
。

活
動
日
・
場
所　

毎
月
第
2
水
曜
日

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
12
時
30
分

（
公
民
セ
ン
タ
ー
）、
第
4
土
曜
日

（
屋
外
）

問　

市
健
康
課
母
子
保
健
班
☎
（
4

9
7
）
3
4
9
5

◆
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
を
募
集

　

楽
し
い
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
な
が
ら

一
緒
に
テ
ニ
ス
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

体
験
の
申
し
込
み
も
受
け
ま
す
。

日
時　

毎
週
月
曜
日　

午
前
10
時
〜

正
午　

場
所　

ゲ
ン
テ
ニ
ス
ア
カ
デ

ミ
ー
（
根
）　

対
象　

初
心
者
か
ら

中
級
者

問　

坂
本
☎
0
9
0
（
6
0
2
5
）

2
8
3
5

◆
騎
手
課
程
生
徒
募
集

　

J
R
A
競
馬
学
校
で
は
平
成
22
年

度
入
学
の
騎
手
課
程
生
徒
を
募
集
し

ま
す
。

　

応
募
資
格
や
手
続
き
の
詳
細
は

 h
ttp
://jra.jp

/sch
o
o
l/

か
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
☎
（
4
9
1
）

5
5
2
2
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

一
次
試
験
日　

8
月
19
日
㈬　

願
書

受
付
日　

〜
7
月
27
日
㈪

問　

J
R
A
競
馬
学
校
☎
（
4
9
1
）

0
3
3
3

子

ど

も

　タイトルの上にある中などは次の場所
や申し込み・問い合わせ先を示しています。
中中央公民館・視聴覚ライブラリー
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
複西白井複合センター
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
社社会福祉協議会
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5713
ボボランティアセンター
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5716
シシルバー人材センター
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
※定期的に実施されている児童館事業など
は掲載されていないものもありますので、
児童館だより（各センターにあります）や
市ホームページをご覧ください。

公  
0
歳
児
サ
ー
ク
ル

　
「
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
集
ま
れ
」
楽

し
く
仲
間
づ
く
り
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

29
日
㈪　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

平
成
20
年
4
月
2
日
〜
21
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
子
と
そ
の
保
護

者　

20
組
（
申
し
込
み
順
）

内
容　

初
回
は
離
乳
食
相
談
と
楽
し

い
お
し
ゃ
べ
り
で
す
。

申　

25
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

複
ち
び
ち
ゃ
ん
ラ
ン
ド

　

赤
ち
ゃ
ん
友
達
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　

26
日
㈮　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

6
カ
月
以
上
の
子
と
そ
の
保

護
者　

30
人
（
先
着
順
）

公
七
夕
か
ざ
り

　

親
子
で
楽
し
く
七
夕
の
飾
り
物
を

作
り
ま
し
ょ
う
。
み
ん
な
の
願
い
が

お
星
さ
ま
に
届
き
ま
す
よ
う
に
。

日
時　

7
月
7
日
㈫　

午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

20

組
（
先
着
順
）

駅
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ

リ
ー
教
室

　

お
し
ゃ
れ
で
か
わ
い
い
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
作
ろ
う
。

日
時　

7
月
4
日
㈯　

午
前
10
時
〜

正
午

対
象　

小
学
生
以
上　

15
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費　

4
0
0
円
（
材
料
費
）

申　

6
月
28
日
㈰
ま
で
に
参
加
費
を

持
参
の
上
、
直
接
白
井
駅
前
セ
ン

タ
ー
へ

複
子
供
ク
ッ
キ
ン
グ

　

プ
リ
ン
パ
フ
ェ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

27
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

小
学
生
以
上　

10
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費　

2
5
0
円
（
材
料
費
）

申　

20
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
を
持
参

の
上
、
直
接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

へ桜
お
料
理
ラ
ン
ド

　

生
キ
ャ
ラ
メ
ル
作
り
に
挑
戦
し
ま

し
ょ
う
。

日
時　

28
日
㈰　

午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

市
内
在
住
小
学
生
以
上　

15

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

2
0
0
円
（
材
料
費
）

申　

23
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直
接
桜

台
セ
ン
タ
ー
へ

公
作
っ
て
み
よ
う

　

夏
に
ぴ
っ
た
り
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
レ

イ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
、
と
っ
て
も

か
わ
い
い
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
リ
ボ
ン
で

作
り
ま
す
。

日
時　

7
月
11
日
㈯　

午
前
10
時
〜

正
午

対
象　

小
学
生
以
上　

20
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費　

2
0
0
円
（
材
料
費
）

申　

7
月
4
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
を

持
参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

駅 公普通救急救命講習会

　16ミ リ 映 写 会
「プーさんとはちみ
つ」「町のねずみと
いなかのねずみ」を
上映します。
日時　26日㈮　午前
10時～ 11時
対象　乳幼児とその
保護者　20組（申し
込み順）
申　25日㈭までに電
話か直接白井駅前センターへ

子

育

て

キャラメル

映画を楽しもう映画を楽しもう

駅キッズ映画会

　「ふしぎの国のアリス」を上映します。アリス
と一緒に出かけませんか。
日時　20日㈯　午後1時30分～ 2時30分
対象　幼児・小学生（幼児は保護者同伴）　20組
（先着順）

公映画会

　AED（自動体外式除細
動器）は心室細動を起こ
している人に電気ショッ
クを与えて心臓を正常
な状態に戻すための機械
で、市役所などの公共施
設、学校、駅など設置し
ている場所が増えていま
す。このAEDを使った心
肺蘇生法、救急時の対処
法を学びます。
　修了者には「救命講習修了証」を交付します。
【白井駅前センタ－】
日時　6月27日㈯　午後1時～ 4時
対象　市内在住・在勤者　30人（申し込み順）
■申　6月23日㈫までに電話か直接白井駅前センターへ
【公民センター】
日時　7月4日㈯　午後1時～ 5時
対象　市内在住･在勤者　30人（申し込み順）
■申　6月27日㈯までに電話か直接公民センターへ

いざという時に役立ちますいざという時に役立ちます

ストラップストラップ
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メ
タ
ボ
を
吹
き
飛
ば
そ

う
　

中
・
高
齢
者
の
健
康
で
今
一
番
問

題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
運
動
不
足

か
ら
く
る
肥
満
症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
で
、
糖
尿
病

や
高
血
圧
症
な
ど
の
最
大
の
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
精

神
的
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
、
心
身
の
バ

ラ
ン
ス
を
失
調
し
て
し
ま
う
と
い
う

見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
も

出
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
地
域
総
合
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

で
適
度
な
運
動
を
行
う
こ
と
で
心
身

の
健
康
を
保
と
う
と
心
掛
け
る
中
高

年
の
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

◆
会
員
の
声
1

　

私
の
住
む
地
区
は
高
齢
者
が
多
く
、

健
康
上
の
問
題
で
生
活
が
維
持
で
き

な
く
な
る
事
を
心
配
し
て
い
ま
す
。

私
自
身
も
健
康
診
断
で
高
血
圧
と
診

断
さ
れ
、
薬
を
服
用
し
て
い
ま
す
。

何
か
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
地
区
で
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

設
立
の
話
が
あ
り
、
現
在
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
普
段
、
時
間
が
な
か

な
か
と
れ
な
い
の
で
す
が
、
少
な
く

と
も
週
に
1
回
は
通
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
や
っ
て
い

け
ば
長
続
き
す
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

私
と
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
持
っ
て
い

る
人
に
は
お
勧
め
で
す
。

◆
会
員
の
声
2

　

シ
ニ
ア
体
力
ア
ッ
プ
教
室
に
入
り

6
年
、
常
に
筋
力
、
体
力
を
意
識
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
普
段
か
ら

背
筋
を
伸
ば
し
た
り
お
な
か
を
引
き

締
め
た
り
、
こ
れ
も
教
室
に
入
っ
た

成
果
だ
と
喜
ん
で
い
ま
す
。
加
齢
に

伴
う
筋
力
の
減
少
は
仕
方
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
現
状
を
維

持
し
、
い
つ
ま
で
も
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
は
道
具
や
器
具
を
使

わ
ず
自
ら
の
体
と
体
重
を
使
っ
た

「
筋
ト
レ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
」
や
「
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
」
な
ど
の
種
目
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
参

加
し
て
、
運
動
の
習
慣
を
身
に
付
け
、

日
常
生
活
を
健
康
に
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。

問　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
4
、
桜
台
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
（
桜
台
中
学
校
区
）
会
長
☎

（
4
9
1
）
7
7
5
7
、
ス
ポ
ー
ツ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
み
な
み
（
南
山
中
学

校
区
）
会
長
☎
（
4
9
1
）
8
7
0

4
、
Ｏ
Ｎ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
大
山

口
・
七
次
台
中
学
校
区
）
会
長
☎

（
4
9
1
）
5
2
3
6

　このコーナーで紹介する皆さんの身
近な話題をお寄せください。
申・問　秘書課広報広聴班　内線3373へ

み んみ ん な のな の ひ ろ ばひ ろ ば

　子ども会や市が行うイベントでSLCと書かれたお
そろいの服を着た人たちを見たことがありませんか。
SLCは中学生から社会人までが加入している、市子
ども会育成会連絡協議会の下部組織「白井市リーダー
スクラブ」で、子どもたちや地域の皆さんと一緒に
さまざまな活動をしています。5月24日には自然キャ
ンプ場で1日体験入部を開催しました。リーダース
クラブというのは全国各地にあり、クラブ同士の交
流も盛んに行われています。 この日は印旛郡市リー
ダースクラブが手伝いに来てくれ、KYT（危険予知
トレーニング）やイベントの宣伝方法の学習、レク

リエーションなどを実施。参加者に体験した感想を聞くと「知らないことが勉強できた」「また
体験したい」「違う地域の友達ができた」などと話していました。

元元気気いっぱいいっぱい活動中活動中

地
域
で
つ
く
る

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

い
つ
で
も

誰
で
も

気
軽
に

3

　白井の自然を考える会は白井とその周
辺の自然と開発の調和を考えようと、平
成3年に発足しました。白井の自然をよく
知ろうと、会の発足以前から自然観察会
を続けています。発足後には春のクリー
ン作戦（不法投棄のごみの片付け）、秋の
炭焼き体験会（竹炭や鑑賞炭を作ります）、
冬の写真コンテスト展（テーマは北総の
四季や行事）、自然散策会を開催していま
す。
　そのほか谷田、武西地区（白井市と印
西市にまたがる企業庁所有地）の林と原
の保全に向けて他の団体と一緒に活動し
たり、県・市・市民の共同で実施するわ
き水や水生生物の調査、水質検査に参加
しています。
　定例会は毎月1回、会報は奇数月（年6回）
発行しています。入会はいつでも受け付
けています。年会費は1,500円です。興味
のある行事だけの参加もできます。
　山口☎（491）9291
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白井の自然を
考える会

■問

自然観察会自然観察会
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シニア体力アップ教室に参加する皆さん

　皆さんは「ウエイトリフ
ティング」という競技を知っ
ていますか。北京オリンピッ
クでの日本選手の活躍を見た
という人もいるでしょう。
　今年 3月、大会記録をすべ
て塗り替え、全国高等学校ウ
エイトリフティング競技選抜
大会で優勝を飾った高校生が
います。それは私立埼玉栄高

校に通う白井中学校出身の安藤美希子さん（根在住）。
　安藤さんがこの競技を始めたのは 1年前。高校入学後の部活体験で勧
誘されたことが切っ掛けでした。競技歴はわずか 1年ながら、めきめき
と頭角を現し、今ではロンドンオリンピック出場など、将来の日本女子
ウエイトリフティング界を背負って立つとも言われるほどの実力です。
　安藤さんは「7月の『全国高等学校女子選手権大会』や来年 3月の『全
国高等学校選抜大会』で高校新記録を出して優勝したい」と話してくれ
ました。これからも新たな記録に挑戦します。

大会新記録で優勝した安藤さん

期期待待のの新星新星  目指せ目指せロンドンロンドン

KYT を学習する子どもたち


